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献 呈 の 辞
橋本 彰教 授 と明 治大学
明治大学政治経済学部は,1904年 にその前身であ る政学部設
置に始 まり,ま もな く創設百年の歴史 を迎 えようとしている。
その間,明 治大学は,2度 の世界大戦 を くぐりぬけ,第2次 大
戦後,旧 制か ら新制への大学制度改革の試練 を経 て きた。
橋本教授は,大 学制度がち ょうど旧制か ら新制 に変わる端境
期 に学生生活 を送ってお られ る。 旧制 の明治大学政治経済学部
の最後の頃の卒業生 であると同時に,.卒 業の年 の1952年 に設置
された明治大学大学院政治経済学研究科 に進学,新 制大学院の
第1期 卒業生 でもあった。大学院政治学専攻在籍 中,弓 家七郎
教授 を指導教授に仰 ぎ,研究者への道 を進 まれたのである。1954
年4月,明 治大学短期大学新聞科助手 となられ,1958年 には,
政治経済学部に移 り 「政治過程論」 を担 当,講 師,助 教授 を経
て,1967年 に教授に昇格 され,1995年5月,古 稀 を迎 えられた。
古稀 をお祝 いす るこの論文集の巻頭 では,明 治大学政 治経済
学部における橋本教授 の学者 ・教育者 としての軌跡 を簡単 にた
どってみよう。戦後の激動の時代 に学究生活に入 られてから1960
年の安保 闘争の前後の研究 中心の時期,1970年 代初めのカナダ・
アメ リカにおけ る在外研究か ら学術国際交流委員会委員 として
活躍 された時期,そ して 「地域研究」 を提 唱されていた1980年
代の大学院生指導 中心の時期 とに分けて まとめてみ よう6
まず第一 に,橋 本教授が学究生 活に入い られ るきっかけは,
弓家先生 との出会 いが大 きかった とされ る。「弓家先生に会 わな
ければ実業界に入っていた」と常々 回想 されてお り,「弓家先生
か らはアメ リカの りベ ラ リズムと学問への厳 しい態度 を学んだ」
とおっ しゃって いる。
昭和30年 代,橋 本教授が初めて明治大学の教壇 に立たれ た頃,
日本 は,よ うや く占領 軍支配 を脱 して独 立 を回復,政 治,経 済
は急速 な変化の途上にあった。戦後の改:革の動 きとそれへ の反
動 の波が激 し くぶつか りあったのが,い わゆる安保闘争 である。
当時,橋 本教授の学部のゼ ミは,一 時限100分 の時間を2時 限
ぶつ通 しで,政 治学の英文原書に取 り組んでいた とい う。 しか
し,こ うした戦後の混乱期 には,学 問 よりも政治活動 に熱心 な
学生 が多か ったの も自然である。「今 こそ国会へ」といった傲が
飛ば された頃,ゼ ミの学生 中,半 数がデモに参加す るこ とを主
張 し,か れ らには 自由にデモに行かせ たが,残 留 した学生 とと
もに,「 戊 申の役の時の福沢諭吉の ように原書 を読 んでいた」と
い うことである。
この時期の橋本教授が模 索 しておられたのは,一 言でま とめ
るならば,政 治過程論 の理論的解 明 とその研究の守備範囲 を確
定す るこ とにあったと言 って よいであろう。具体 的には,Arthur
F。Bentleyに つ いての体系的 な研究,圧 力団体,投 票行動等の
研究 となって結実す るのである。
1971年,橋 本教授はカナダ とア メリカに在外研究に行かれ る。
バ ンクーバー では,ブ リティシュ ・コロンビア大学 で数 カ月を
過 ごされ た後,陸 路南下,ア メ リカはロサ ンゼ ルスのUCLAの
客員研究員 として腰 を落 ち着け るこ とになる。
この時,同 大学 で 「日本政治」講座 を担当 してお られたハ ン
ス ・H・ ベ ァワル ド教授 と初めてお知 り合いになるわけであ る
が,こ れ を機 におふ た りが生涯 の 「朋友」になる とは誰が予想
したことであろう。ベ ァワル ド教授は,橋 本教授 とともに 「日
本の国会の委員会制度」につ いて共 同研究 を し,橋 本教授が「綿
密細 心・に研 究 を進めているの を高 く評価 す るよ うになった」 と
述べ てお られ る(『日本人 と政治文化』の 「日本語版のため の序
文」)。それ以来,橋 本教授 とはほ とん ど毎年 どこか で会 って,
「日本政治の さまざまな面について幾度 も回を重ねて議論 をかわ
し…,お 互 いの思考様式は,あ ます ところな く承知 しあってい
る仲」(『続 ・日本人 と政治文化』の 「日本語版への序文」)と 書
いてお られるほ どである。
もう一つ記 してお きたいのは,ち ょうどその頃,ア メ リカの
大学の大学院生 として橋本教授 と知 りあい,現 在明治大学教授
として 「都 市政策」 を担 当してお られる中邨章教授 の印象であ
る。「橋本教 授は,ど んなに激 しい議論 をして も,翌 日には,そ
れ を忘れ たかの よ うに議論 を続けていた」 となつか しそ うに話
してお られ る。
これらのこ とか らしても,「自由な議論 を通 じての真理の探求」
とい う橋本教授の りベ ラルな学問態度が うかがわれるであろう。
こうした姿勢は,そ の後 の大学院におけるゼ ミで も(筆 者 もそ
の一員であるが)一 貫 した ものだったのではなか ろうか。
… ?
帰国後,橋 本教授は,明 治大学の学術 国際交流委員会 のスタ
ッフの一人 として活躍 し,'UCLAと の学術交流協定 の締結 に携
わる等,『外 国の大学 との研究者 レベ ルの交流,さ らに職員,学
生交流の促進に も尽力 されたこ とを特記 してお きたい。 また,
この頃,明 治大学 では,い わゆるスタッフ ・セ ミナー 一 外 国
人の研究者 ・教授 を招 いて,一 般公開の学術講演 をす る一 を
開始 したが,橋 本教授 もこれに直接かかわ り,主 催側 である事
務方 の職員 の人達 からは,「多方面の人脈 を持 ち用意周到 で ミス
をおか さない頼 もしい先生」と見 られていた というこ とである。
さて,1969年 に大学院担当教授 になられZ以 来,橋 本教授 を
指導教授 として学ぶ学生の数 が増 え,大 学院生 の指導に精力 を
傾 け られた1980年 代で ある。 この頃,橋 本教授 は,抽 象的 な理
論研究 よ りも具体 的な実証 を目指す 「地域研究」の必要性 を大
学院生 に盛んに説いてお られ た。実際,教 授 自身,既 にアメ リ
カに留学す る以前か ら東南アジアの研究 と論文執筆 を手がけら
れ,幾 度か東南アジア各国に足 を踏み入れている。
大学院におけ る橋本教授のゼ ミは,台 湾,香 港,韓 国等か ら
の留学生 を含め国際色豊かであったばか りでな く,明 治大学以
外の大学の出身者,さ らに主婦学生 をも雑 え,ま さに多彩 な顔
触 れか らなっていたことが指摘 できるであろ う。外 国人留学生
に対 しては,ベ ァワル ド教授 の 『日本 人 と政治文化』 の 日本語
版(橋 本教 授等訳)を 音読 させ るとい う形式 のゼ ミであ ったが,
その意図が,外 国人の 日本語論文 の作成能力 を養 うことにあ っ
た ことは言 うまでもない。他 方,日 本人学生には,英 文 の原書
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の精読 を課 してお られた。 この時,橋 本教授 は,原 書の 日本語
訳については,「翻訳 の可能性 を追求 し,で きるだけ多 くの仮説
をたて よ」 と常 日頃,強 調 してお られた。
橋本ゼ ミの もう一つの特徴 は,授 業時間の終了後,'場 所 を教
室の外 に移 し,「8時 間 目」と称 して一献 を傾 けなが ら,さ らに
議論 を続けたことである。 この 「8時 間 日のゼ ミ」には,大 学
院生 だけに とどまらず,か つてのゼ ミ卒業生 な ど,様 々 な人が
出入 りし,い ろいろなテーマにつ いて議論 がかわされ た。 こう
したゼ ミ生 だちの中か らは,タ イや台湾に留学 して地域研究者
になった もの,ビ ルマやマ レー シア を研 究す る もの も出現 し,
中にはメキシコに留学 し同地の大学講師になったもの もいる。
また,当 時の外国人留学生 たちは,帰 国後,政 府の役 人,経 営
者,学 者等になって活躍 している。
以上,橋 本教授 は,政 治学者 としては理論研究以上 に実証 の
必要性 を主張 して 「地域研究」 に着手 され,教 育者 としては学
生全 てに対 して公平 をモ ッ トー に処 してこられたといえるであ
ろ う。そればか りでな く,明 治大学の中か ら,日 本 だけに とど
まらず世界の中で活躍す る卒業生 ・研究者 を育て ようとい う努
力 を も続けて こられたのではなか ろうか。
太平洋戦争後,日 本 の大学制度が 旧制か ら新制に変 わった頃,
研究生活 を始め られた橋本教授の世代の先生た ちが,今 や明治
大学 を定年退職 す る時 を迎 えようとしていることは,あ る意味
で明治大学 における 「戦後昭和」の終焉 を象徴 してい るともい
え よう。 その中で橋 本教授が努 めて こられ たのではないか と考
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える学者 ・教育者 としての恣勢は,平 成の世 になって も決 して
古 くなる類の ものではないであろ う。 なぜ なら,橋 本教授が常
に力説 してお られ るように,「戦後 の 日本の大学卒業生の半分 以
上は,国 立大学の 出身者でな く私 立大学の出身者である」 とい
う事実 を踏 まえるならば,私 立大学が担 っている社会 的責任は
将来において も変 わるもめではないか らである。
最後 に,こ うして橋本彰教授の古稀記念論文集 を出版で きま
したことは,百 瀬 恵夫政治経済学部長,中 邨章政治学科長,加
藤隆大学院政治経済研究科委員長,及 び毛馬内勇士教授 をは じ
め とす る 『政経論 叢』編集委員会委員 の先生方の ご尽力,な ら
びに論文集 に執筆 の労 を取 って くださった諸先生の ご協力の賜
と厚 く感謝いた したい と存 じます。
平成8年2月
政治経済学部助教授
土 屋 光 芳
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